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研究の背景

個人や社会のウェルビー
イング

出典：(OECD, 2019) OECD Future of Education and Skills 2030 Conceptual learning framework Concept note: OECD Learning Compass 2030

教育の未来像
Education2030



出典：(文部科学省, 2023) 次期教育振興基本計画ポイント解説～ウェルビーイング編～



出典：(文部科学省, 2023) 次期教育振興基本計画ポイント解説～ウェルビーイング編～解説資料より引用



研究の背景

出典：UNICEF（2020）「Worlds of Influence:Understanding what shapes child well-being in rich countries」

身体的健康
精神的幸福度

（ウェルビーイング）

１位 ３７位

改善をしていく必要がある

＊３８カ国中

日本の幸福度（ウェルビーイング）

３７



研究の背景

理科の学習と自分の将来との結びつき

将来やりたいことに必要になるので、
理科を勉強することは重要だ

理科の科目を勉強することは、将来の
仕事の可能性を広げてくれるので、私
にとってやりがいがある

61.4(68.8) 56.7(66.6)

自分の将来という観点から、理科
を学ぼうとする動機付けに課題

出典：文部科学省・国立教育政策研究所「OECD生徒の学習到達度調査(PISA2015)のポイント」

＊（ ）は国際平均
61.4 56.7



ウェルビーイング
将来への見通しが肯定的である

理科を勉強して
も自分のために
ならない

何のために理科を学
ぶの？

今勉強している理科の内容
は、自分の将来とこんなと
ころで関係してるのか！

研究の目的

改善

？

理科は、自分の将来と
関係してるから、やりが
いがある！



仮説の設定

出典：文部科学省(2013）「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」

自らの将来に対する夢やあこがれを持ったり、（中略）現在の
学習との関連や意義を認識して、意欲的に学習を進めていく
気持ちや態度につながるように働きかけていくこと

課題

自分の将来のために学習を行う意識が低い



仮説の設定

出典：文部科学省（2017）「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編」学校図書

よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付ける

『学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間
性等の涵養』

自分の将来や社会と関連づけながら、日々の学習に取り組
むことが重要

これから
の学び



仮説の設定
自らの将来に対する夢やあこがれを
持ったり、（中略）現在の学習との関連
や意義を認識して、意欲的に学習を
進めていく気持ちや態度

自分の将来や社会と関連づけながら、
日々の学習に取り組むことの重要性

理科の学習と自分の将来や社会との関連を実感できる授業の実践

理科指導の
工夫



仮説に基づく手立て

自分の将来や社会

理科 科学技術

理科の学習と自分の将
来との結びつきが弱い。

理科の学習が自分の将
来や社会と関係している
と実感できる。

手立て１

理科の学習内容と関連する科学技術
の紹介をする（理科と科学技術は関係
している）

手立て２

科学技術が関連する社会
の問題について考える

（社会の問題の解決に科学
技術は貢献する）

手立て３

将来の夢や目標に関連する科
学技術について調べ、レポート
にまとめる。（自分の将来と科
学技術が関係している）

（ ）は期待される生徒の意識の変容



検証方法（実施イメージ）

＊対象は３学年全て 検証の結果

事前 事後

勤務校（手立てあり）

協力校（手立てなし）

調査対象･･･勤務校（９６人）、協力校（１４１人）



研究方法（実施単元及び調査時期等）
対象学年 単元名 事前調査 検証授業 授業時数 事後調査 
第１学年 単元３ 

「身のまわりの現象」 

１０月下旬 
１０月下旬
～１２月 

6 時間 

１２月下旬 
第２学年 単元３ 

「天気とその変化」 
９時間 

第３学年 単元３ 
「運動とエネルギー」 

９時間 

 ＊授業時数は手立て１～３の合計実施時間を表す。



【手立て１】
理科の学習内容と関連している科学技術の紹介をする。

科学技術の紹介 芸術との関連医療や健康との関連

・参考資料「文化財の保存・展示は温度と湿度が重要？研究員に聞いた東京国立博物館の舞台裏」（わたしが目覚める温度 マガジンど）



【手立て２】
科学技術と関連している社会の問題について考え、意見を発表する。

③意見交換をする②考えを記入する①資料を読む

・参考資料：東京書籍（2015）「感動する化学～未来をひらく化学の世界～」



【手立て２】
科学技術と関連している社会の問題について考え、意見を発表する。

自分の意見

自分にできること



【手立て３】
サイエンスポータル（科学技術振興機構「JST」）を利用して,自分の将来の夢や
目標と関連している科学技術について調べレポートにまとめる。

科学技術振興機構 Science Portal Science Portal - 科学技術の最新情報サイト「サイエンスポータル」

①サイエンスポータルを
利用してレポート作成

②レポート発表 ③コメント記入

https://scienceportal.jst.go.jp/index.html


サイエンスポータルについて
キーワード検索

幅広い分野

科学技術振興機構 Science Portal Science Portal - 科学技術の最新情報サイト「サイエンスポータル」

https://scienceportal.jst.go.jp/index.html


生徒が自分で関連を調べる



友達からのコメント

心理学に関連する科学技術



ファッションに関連する科学技術



効果の検証（生徒の意識調査）

参考文献：小倉康（2016）「科学コミュニケーション社会における学校理科教育－学校と社会との効果的な連携のための実行可能な方法の提案」
OECD（2013）「GUIDELINES ON MEASURING SUBJECTIVE WELL-BEING」

４件法 二元配置分散分析、Tukeyの多重比較検定



結果と考察（自己効力感、有用性、職業との関連性）

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

2.79 3.50 ＜.001**
2.95 3.00 .64

<.001**

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

1.95 3.47 ＜.001**
1.95 2.07 .23

＜.001**

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

2.63 3.61 ＜.001**
3.14 3.16 .81

＜.001**

１．理科の授業の内容はよくわか
る

２．理科を勉強すれば、私のふだん
の生活や社会に出て役に立つ

３．私が将来はたらく職業は、理科
に関係している

有意に上昇
理科の学習に対してより自
信をもてるようになっている

有意に上昇 有意に上昇
理科の有用性の意識を高
める効果

理科と職業との関連性を高
める効果

二元配置分散分析、Tukeyの多重比較検定第３学年



結果と考察（人生に対する前向きな意識）
４．学校での理科の勉強や授業
を頑張ることは、あなたにとって
将来メリット（良いこと）がある

５．自分が今または将来考えている

夢や目標と、理科の授業で学んだこ
とは関連している

６．自分の将来の夢や目標を実現
するため、色々なことに挑戦したい

有意に上昇 有意に上昇 有意に上昇理科の学習を将来と結びつけ、人生に対する前向きな意識
の向上に効果

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

2.63 3.61 ＜.001**
3.14 3.16 .81

＜.001**

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

1.97 3.58 ＜.001**
2.07 2.12 .58

＜.001**

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

3.18 3.79 ＜.001**
3.42 3.47 .60

.002**

二元配置分散分析、Tukeyの多重比較検定第３学年



結果と考察（人生に対する前向きな意識）

医療だけでなく、他の友達の調べたことにも全て科学技術が関わっていました。自分が
興味を持っている医療だけでなく、いろいろな将来の道にそれぞれたくさんの科学技術
が関わっていることがわかりました。

今まではどうして理科を勉強しなければならいのかわからずにやっていたけれど、理科
はいろいろな職業や、生活の中で役に立つことがわかました。また、理科はただおもしろ
いからやるのではなく、自分の将来のためにやっているのだと思えました。

今まで絶対に関係しないと思っていたものも、調べていくうちに理科が関係しているのだ
とわかりました。これから、どんなことが理科に関係しているのか考えて過ごしていきた
いです。

生徒の振り返りより



結果と考察（社会に対する前向きな意識）

有意に上昇 有意に上昇

７．社会をより良くしていくため、
「社会の問題」の解決に関与して
いきたい

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

3.00 3.79 ＜.001**
3.14 3.16 .77

＜.001**

８．「社会の問題」について、こうなっ
てほしい、こうした方が良いなど、自
分の意見を言うことができる

事前 事後 多重比較ｐ交互作用ｐ

2.79 3.79 ＜.001**
3.14 3.19 .58

＜.001**

「こういう社会にしていきたい」や「こうやって社会に関与したい」と
いった社会に対する前向きな意識を高める効果

二元配置分散分析、Tukeyの多重比較検定第３学年



結果と考察（社会に対する前向きな意識）

資料などを見て、今の日本がどのよう状態で、今後どのようになってしまうのかよくわか
りました。社会の問題について今までピンときていませんでしたが、自分がこれからどの
ようなことをするべきなのか具体的な方法を述べることができるようになりました。

理科の授業を学ぶことは、（中略）私たちの生活や日常、行動と深く関係していることが
わかりました。生きていく上で大切にするべきことや意識していくべき「社会の課題」にも
理科の授業を通して学べると思いました。

生徒の振り返りより



結論と今後の展望
結論

設計した指導法は、生徒が理科の学習と自分の将来や社会との関連を実
感し、将来の見通しが肯定的な状態への改善に有効であることが示唆され
た。→生徒のウェルビーイングを育む指導法一つとして考えられる。

今後の展望

本指導を継続的に実施することで、生徒が理科の学習と自身の将来や社
会と関連付けながら日々の学習に取り組めるようになることが期待される。
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・参考資料「文化財の保存・展示は温度と湿度が重要？研究員に聞いた東京国立博物館の舞台裏」（わたしが目覚める温度 マガジンど）

https://scienceportal.jst.go.jp/index.html


ご清聴ありがとうございました
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